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一斉開花の観察用吊り橋 
　熱帯雨林の樹木にも、一斉開花が
起こり昆虫が花粉を運ぶ。そのメカ
ニズムを研究するため、1992 年に
井上民二氏らによって樹冠の上にま
で届くタワーを立て、直接に花と虫
を観察している。 

ジャン－アンリ・ファーブル 
　化学、物理、生物などの多くの科
学書を著し、その後56歳で『昆虫記』
第1巻を、84歳までに全10巻を刊行、
1915年に91歳で亡くなった。 

ファーブル著『昆虫記』を読む 
　日本で最初に翻訳されたのは、1922（大
正11）年、その後多くの翻訳本が出され、
また教科書にも紹介され、その生き方
が共感を得、昆虫観察のファンを増や
した。 

匂い源探索ロボット 
　ファーブルがその現象を初めて発
見しながら、原因解明には至らなか
った昆虫のフェロモンの研究。今で
はカイコの触角をセンサとするロボ
ットが作られている。 

糞を転がすスカラベティフォン 
　ファーブル昆虫記の中でも最も有名
なフンコロガシは、動物の糞を玉にし
て後ろ足で転がして巣に運び、そこに
卵を産んで幼虫の餌とする。 
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